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ごあいさつ 

   盛夏に失礼、アースベースのノザワです。（お届けは 9月かもしれませんが） 八月は暑さに拍車をか

けるようにお盆だなんだたいへんに忙しゅうございます。どうか夏バテなどしないようにご自愛下さい。 

 海に行くのも行楽の一つですが、この時季に注意したいのは毒のある生物です。ビニールを膨らませた

ような、「カツオノエボシ」というクラゲ。海面に浮いていたり、浜に打ち上げられたりしたいますが、触らない

で下さい。電気を浴びたような強い痛みに襲われます。一見面白そうですが、近づくのはやめましょう。磯

遊びでは「スベスベマンジュウガニ」というカニです。名前は珍妙ですが、本当にそれらしい姿。 

見ている分には可愛らしいのですが、絶対に食べないで下さい！！とんでもない毒を持っていて、食べる

と死にます！！ 楽しい楽しい海水浴。一転、悲劇に遭遇しないように、心掛けて下さいませ・・・って、わしゃネイチャーガイドの

おっちゃんか！！ 

パソコン変 

 

 アースベースの赤いパソコンと申しますと、所内でも極めて有名でしたが、つい先日、彼

が息を引き取ったというもは未だに知れ渡ったわけではございません。長の患いで、ご様

子がずいぶん悪かったのは、取り扱う一同承知していたのですが、なんの対策もできずに、

この最近の暑さがたたってか、とうとう、その運命を全うしたわけでございます。さしも人間と

同様に、もしくはそれ以上に取り扱わせていただいた次第でありますから、労いをどのよう

にしたらいいのか、甚だ見当もつかないのです。「はーどでぃすく」や「でえた」がどうのこう

の言われましても、若輩者の私目なぞにはまるで霞を捕えるようなものなので、その方面に

たいへん明るい方に導いていただくのがなによりなのでございます。それが人間の事でご

ざいましたら、たとえば臨終から葬儀、告別式などを経て、初七日から四十九日、やがて一

周忌などを行うのがよいのですが、そのものが――たいへん無粋な表現ですが、いくつか

を使って申させて頂きますと――知的な割には融通が利かぬ相手でありますし、また格式が高い割には情緒の無い方でございま

すので、どのように何をしてあげたらよいのかわからないのでございます。私個人としては労いと感謝の意味を込めまして、お写真

を撮らせていただきまして、出来る限りこの方の勇姿を語り継いであげるのがよいのではないかと存じます。 しかし、仮に御大の

過去のお姿の遺影を飾らせていただいたとしても、この目まぐるしい場であるが故に、やがては記憶も薄らぎ、色褪せて行くに違

いありません。  

 今はただただ、この方への感謝の念を忘れないのが一番だと思われます。 

 ――というわけで、それまで使っていた”赤いパソコン”が使用不可になってしまいました。 重ねてお悔やみ申し上げます。今

回からは別のPCにてこのニュースレターを書いて行く事になりました。ちょっとだけではございますが、一部気分を入れ替え、タイ

トルなどを書体や色にバリエーションを持たせてみました。様々な箇所に不備や至らぬ所があるとは存じますが、小さな変化やミ

スも年月のうち、近所の子供の騒ぎ声のように、大きな心で、これからもお付き合い下さると幸いでございます。 

 



防水のシール（ガマの油の口上風） 

  さあさあ、  ご用とお急ぎの無い方はゆっくりと見ておいで。池川海も水のうち、もののアイロンとカッターがわか

らぬ。それまでのステッカー、シールはせっかく自分達の千社札のようなものをあい作っても、いざ仕事にレジャーに

行ったら水に濡れてべろりぼろりと剥がれてしまうのが道理。だがしかしお立ち会い。手前大道に未熟な渡世をいたす

といえど、家業として新しいものをプレゼンすることはできる！  手前用い出したるはこれにある『じょうぶぼうすい

シール』だ。丈夫で防水とは何かと問われれば、看板素材で造るから雨風に丈夫。日光にだって強い。これを名付けて

偽り無い目にじょうぶぼうすいシールと安易にあいなった。  これの貼れる所はバケツにタックルボックスに、ちょい

と縁のある方はマイボートに仕事で使う舟に何処でもござれ。その他

知り合いたるお客人などによろしくどうぞと配るのも結構でなんで

も OK、オールマイティアンドモア。  先言うようにシールはラミネ

ートという看板素材で出来ているので、たいへんに撥水に優れたシー

トで加工するのでまた言うが長持ち。当所の精鋭が知と汗と技術を持

っていくつかの行程の中、しっかりと確実に造り出すのがこの商品だ。 

一枚 500 円だが、今回はお披露目でありますから一万円も買っても

らえば送料はロハ、つまり無料だよ。また数と大きさの案もできるか

ら驚きだ。ここに取り出したるシールはアレンジや融通ができないと

いう事は無い。一枚の紙に４枚に９枚にちょっと飛ぶけど 42枚。と

シールが付いていて物によっては仕様は異なるかもしれないが、基本

的には自由は聞く。尚、このシール水、風、光はもちろん丈夫だが、

さらに丈夫にしておく方法があるよ。貼りたい場所を丁寧にアルコー

ルなどで拭いてあげるとことさら長持ちだ。仮に剥がれてもある程度

ならまた貼れる。シュッ、シャッ、キュッ。これでピタリ！  さあど

うだ！！買うが早いか、受注受けすぎて間に合わないと結構待つ事になるかもしれぬので今のうち、今のうち！！ 

 と、いうわけで、つまり、何が言いたいのかと申しますと、このような商品を作ったので、もしもステッカー・シールなどが濡れてちょ

っと待ってよ~的な悩みを抱えている方がいましたら、ちょっくらこれを試してみて下さいよ・・・という内容です(笑)。 

 わたくしノザワも、お気に入りだったブラックバスのシールを、満を持してタックルボックスに貼っていざ釣行に臨んだら、ざぶりざ

ぶりと満ちて来た上げ潮波でボックスびしょ濡れ、それだけならよかったのですがシールがずぶずぶ・・・嗚呼・・・。まず自分が作

るべきだ(笑)。 釣りロマンを求め、水辺と共に過ごしている方々、是非遠慮なくお電話等下さい。きっと希望に添えるものでありま

す。お問い合わせは下記まで。 

編集後記 

そんなちょっとだけ変わった「月刊地球基地」。今後とも変わらぬ哀願をよろしくお願いします。 

【月刊地球基地】 発行人：一般社団法人 EARTH BASE 

健常者と障がい者が一緒になって看板・サイン・ポスターなどを製作しています。 

〒132-0034 東京都 江戸川区小松川 3-2-1 テクノタウン 306 

TEL：03-5875-5941 FAX:03-5875-5942 mail：info@earth-b.jp URL：http://www.earth-b.or.jp/ 


